
2001年 出上の木簡

じ

ゅ
テつ
に

し

ょ
う

秋
田

十
二
牲

Ｂ
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
秋
田
県
横
手
市
金
沢
中
野
字
十
二
牲

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
八
年

（平
１０
）
五
月
―

一
〇
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
秋
田
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
小
林
芳
行

５
　
遺
跡
の
種
類
　
土
器
生
産
遺
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
九
世
紀
中
―
後
期

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

十
二
牲
Ｂ
遺
跡
は
、
秋
田
県
内
陸
南
東
部
の
横
手
盆
地
東
端
に
位
置
し
、
雄

物
川
の
支
流
で
あ
る
厨
川
左
岸
の
沖
積
地
上
に
立
地
す
る
。
標
高
は
約
五

一
ｍ
。

南
に
隣
接
す
る
独
立
丘
陵

（北

西
斜
面
）
に
は
十
二
牲
Ａ
窯
跡

が
あ
り
、
未
発
掘
な
が
ら
須
恵

器
窯
跡
二
基
が
確
認
さ
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
本
遺
跡
の
東
約

二
ｋｍ
に
は
後
三
年
合
戦

（
一
〇

仝
一下

八
七
）
の
主
戦
場
と
さ

れ
る
金
沢
柵
跡
が
存
在
す
る
。

調
査
は
、
圃
場
整
備
事
業
に

伴
う
も
の
で
、
調
査
面
積
は
七
五
人
０
２ｍ
Ｏ
調
査
の
結
果
、
古
代
の
土
師
器
焼

成
遺
構

一
基
、
掘
立
柱
建
物

一
棟
、
竪
穴
状
遺
構
、
土
坑
、
溝
跡
、
柱
列
な
ど

を
検
出
し
た
。
土
坑
の
う
ち
の
一
基
の
、
ロ
ク
ロ
軸
受
と
み
ら
れ
る
ピ
ッ
ト
は
、

隣
接
す
る
土
師
器
焼
成
遺
構

・
建
物

・
柱
列
と
併
存
し
た
と
考
え
ら
れ
、
建
物

は
土
師
器
あ
る
い
は
十
二
牲
Ａ
の
須
恵
器
窯
に
関
連
す
る
工
房
跡
と
推
定
さ
れ

る
。
ま
た
出
土
遺
物
に
は
、
土
師
器

・
須
恵
器

。
木
製
品
が
あ
る
。

木
簡
は
二
点
と
も
遺
物
包
含
層
出
土
で
あ
り
、
共
伴
す
る
文
字
資
料
に
は
、

「小
」
や

「寺
」
と
墨
書
さ
れ
た
須
恵
器
杯
、
「真
公
」
と
箆
書
さ
れ
た
須
恵

器
重
な
ど
が
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

⑪

　

「
ｏ
□
□
山
□
□

一
斗
五
升
」
　
　
　
　
　
　
］］契
ｓ
溢

ｏＦ

い〕
　　　　　「上下ハ」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｐ∞Ｐ〉〈∞∞
〉〈φ
　
ＯＰ騨

⑪
は
上
端
部
に
穿
孔
あ
り
、
表
面
は
削
り
の
ち
墨
書
、
裏
面
は
未
加
工
で
あ

る
。
②
は
材
の
上
部
に
小
さ
く

一
文
字
だ
け
墨
書
し
て
い
る
。

木
簡
の
釈
読
に
あ
た
り
、
平
川
南
氏
に
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。

９
　
関
係
文
献

秋
田
県
教
育
委
員
会

『十
二
牲
Ｂ
遺
跡
』
全
一〇
〇
〇
年
）
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橋
　
学

〈秋
田
県
払
田
柵
跡
調
査
事
務
所
》
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